、 ゝ o 

るレカ 

演劇 改良 会の メンバ ァは、 有為な 頭脳 にも拘らず、 

近代 演劇の 芸術的 進化に ついて 盲目で あり、 俳優の 教 

養に ついては 更に 考慮 を 払った 形跡がない。 

坪 内 逍遥 は、 演劇に 関する 限り 一 個の 傑れた アマ 

チ ユアであって、 一世 を 指導す る 創造的 着眼 を 欠いて 

ゐた。 かくて、 島 村 抱 月 も 小山 内 薫 も、 終生 ァカ デミ 

ィ なき ァ ンデパ ンダ ン 的 存在と し て 、 空虚な 努力 を 「新 

劇」 開拓の 上に 捧げた のであった。 

一 方、 近代 企業の 列に 伍した 劇場 経営 は、 国家の 無 

関心に 乗じ、 民衆の 無批判 を 利用して、 多少の 犠牲 を 



伴 ふ 文化的 役割 を 完全に 放擲した。 合法的に 卑俗 化す 

ると いふ 顕著な 現象 を、 最早、 何人も 制止し 得ない 「制 

度」 を 確立して しまったの である。 

かかる 弊害 を 予防す るた めに も 西洋の 諸国 家 は、 夙 

に、 演劇の ァカ デミ ィを 設けて ゐ るので あって、 その 

内容 は、 教育機関と、 劇場 管理の 二方 面に おいて、 国 

家が 財政 的 負担 をな し、 民間の 専門家 をして その 運用 

に 当ら しめ、 以て 「定評 ある 芸術家」 の 保護と、 教養 

を 求める 階級の 希望に 具へ、 更に、 油断の ならぬ 営利 

劇場へ の 牽制 を これ 努めて ゐ るので ある。 

国立 音楽 演劇 学校 (コン セル ヴ アト ヮ アル) と 国立 



劇場 (コ メデ イイ • フランセ ェズ、 ォ デオン . オペ ラ 

オペラ -コ ミ イク、 トロ カデ 口の 五 座) は 私の 滞 仏 中 

の 観察に 拠る と、 当時の 情勢で、 十分に その 文化的 意 

義を 発揮し つ つ ある やうに 思 はれた。 

巴 里の 劇場 は、 その 数、 百に 余る とい はれる が、 そ 

のうち、 勿論 芸術的 価値の 全然 認められない 興行 も 混 

つて ゐて、 これが 吸収す る 観客の 層 も 甚だ 広い に は 違 

ひない が、 少く とも、 国立劇場 を 除く 所領 ブ ウル ヴァ 

アル 劇場 中、 その 主流 を 占める 大 劇場の 経営者 は、 何 

れも、 絶えず 算盤 ははな さない にしても、 一様に 相当 

の 「芸術 愛好者」 であり、 多少と も 「文化的 教養」 の 



づ 成功す ると いふ 理窟な ので ある。 

ところが、 西洋 諸国に 於て は、 さう いふ 興行 者に も 

幾つかの 階梯が あり、 それぞれの 劇場 群 は、 それぞれ 

の ほぼ 固定した 観客層 を もって ゐ るので ある。 つまり 

劇場が 各々 の 「程度」 と 「色彩」 によって、 これ を 撰 

択し 支持す る 「顧客」 を 専有し、 その 範囲 内に 於て、 

一つの 目標が 与 へられて ゐる。 しかも、 一般大衆 は、 

自分 達の 目指す 卑俗な 興行 物に 吸 ひ 寄せられる 一 方、 

個人と して は、 時に 背伸び をしながら、 所謂 「上等 (シ 

イク) な」 劇場に 足 を 向ける こと を 自慢に する 傾向が 

ある。 



トォ キイの 出現に つれて、 一般の 人気 を 取 戻しつつ あ 

ると 伝 ベら れてゐ る。 即ち、 トォ キイに 出演す る 俳優 

の 演技 を、 実際の 舞台で 見ようと する 慾 望が 湧いて 来 

たからで ある。 

日本の 映画 ファン も、 外国 映画の 異国情緒 は 別と し 

て、 真に 俳優の 演技に 心を惹 かれる やうに なれば、 必 

ず 舞台への 関心 を 呼び覚まされ、 その 時 はじめて、 「新 

劇」 はなに をして ゐる のかと いふ 疑問 を 起す であらう _ 

「新劇」 は、 今日まで、 いろいろ のこと をして 来た。 

が、 ただ 「商品」 にならなかった だけで ある。 「商品」 

とい ふ 意味 は、 金 を 払って 見に 行く 価 B の ある ものと 



つ つ ある こと は 否めない ので ある。 

つまり、 わが 演劇 文化の 水準 を 実質的に 西洋の それ 

に 近づける ための、 最短距離が やう やく 測定 さ れ たと 

いふべき であらう。 ( 一 九 三 三 • 四) 
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